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研究成果の概要（和文）：本研究は、近現代日本のハンセン病療養所と近隣地域が取り結んでき

た歴史的な関係性をもとに、病いや障害を巡る排除と包摂の問題を検討した。そこからは、社

会福祉施設と近隣地域の〈共生〉を巡る困難と可能性が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research examines the relationships which were built between 
the inmates of Hansen’s disease sanatoriums in Japan and those who lived in community 
near them, in order to explore the exclusion and inclusion of illness sufferers and 
disabled people. From this research, we can understand the difficulties and possibilities 
of “symbiosis” between welfare facilities and community.  
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、以下の二つの問題意識をもとに

開始された。 

（１）今日、地域社会に福祉施設をいかなる

形で位置づけていくかが大きな問題になっ

ている。その背景には、障害者や高齢者を社

会から排除する装置として機能しがちであ

った施設中心型福祉の問題が認識される一

方で、急速な高齢化の進展とともに、高齢者

施設などの福祉施設の需要が増え続けてい

る状況がある。こうした状況を鑑みる時、「棄

民」の場ではなく地域社会に根付いたものと

して福祉施設を構成できるかが、日本社会の

喫緊の課題となっているといえよう。 

そこで本研究は、近現代日本のハンセン病

療養所と近隣地域が相互に構成してきた関

係性について検討する。なぜなら、上述の問

題関心を考える上で、ハンセン病療養所と地



域社会の関係性は非常に充実した要素を有

しているからである。 

（２）ハンセン病療養所は設立の際、近隣地

域から激しい排斥を受けた。だが、近隣地域

で雇用の確保などの経済的影響が顕在化す

るに従い、排斥は背景化した。また、療養所

が設置された各地域は当時は貧しい僻地で

あり、多様な職能や芸能を有した入所者が多

数存在した各療養所は、地域社会における

「文化の発信地」として機能してきた。 

以上のように、ハンセン病療養所と近隣地

域の関係からは、①療養所設立当初から療養

所と入所者は近隣地域から激しい排斥を経

験したが、彼らはそうした状況と向き合い、

地域社会へ溶け込むことを模索してきたこ

と、②本来受け入れを望まなかったハンセン

病療養所を押し付けられた近隣地域もまた、

何とか強いられた状況から利益を得ること

を試行錯誤してきたことが明らかになる。社

会福祉施設と近隣地域の「共生」を考える際、

相互に関わらざるを得ない中で生起した関

係性は重要な問題であり、ハンセン病療養所

と近隣地域が培ってきた利害関係を調停し

生活を成り立たせていく生活知は、非常に示

唆に富む知見を提示すると考えられる。 

 

２．研究の目的 
以上の問題意識から、本研究は近現代日本

のハンセン病療養所と近隣地域が取り結ん

できた流動的な関係性を歴史的に検証する

ことで、同じ地域社会の中に埋め込まれた施

設入所者と近隣住民がいかなる実践を通し

て〈共生〉を模索してきたかを明らかにする

ことを目指した。近年「ソーシャル・インク

ルージョン」等の理念をはじめ、福祉施設と

地域社会の関係は様々な形で議論されるが、

従来「隔離・弧絶」の場とされてきたハンセ

ン病療養所と近隣地域の関係からは、〈共生〉

の課題へ示唆に富む知見を得ることが期待

できる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、福祉施設と近隣地域の「共生」

を巡る課題について、近現代日本のハンセン

病療養所と近隣地域の関係性に関する基礎

的研究を通して探求した。その具体的な方法

の内容は、以下の通りである。 

（１）ハンセン病療養所と近隣地域の経済活

動の検証――多磨全生園（東京都東村山市）

及び長島愛生園（岡山県瀬戸内市）と近隣地

域が 1930 年代から 60年代後半に行った交易

活動の内実について、各園の入所者へのイン

タビュー調査、各園所蔵資料の調査、また、

近隣地域の主に公文書館等での資料調査を

通じて検討した。 

（２）ハンセン病療養所と周辺地域の文化活

動の検証――上記の療養所に加え、文芸活動

が特に盛んだった栗生楽泉園（群馬県草津

町）が立地する草津町での（主に町立図書館

等での）調査を通じて、様な施設と地域の関

わりを検討した。 

（３）施設入所者と地域住民とが経験してき

た経済的・文化的活動の総合的検討――前記

の（１）と（２）の成果を社会学的に整理す

ることで、ハンセン病療養所入所者と近隣住

民の歴史的経験から〈共生〉の課題と可能性

を検討した。 

 
４．研究成果 

以上の問題意識、具体的な調査とその検討

からは、以下の知見を得ることができた。 

（１）文化活動が示唆する〈共生〉の在り方

５．の「主な発表論文等」に記載の共著収録

論文などにあるように、本研究は、施設入所

者が施設内外の人々とのかかわりを通じて

非常に可塑的で重層的な社会関係を構築し

てきたことを実証した。ハンセン病療養所に



は戦後、様々な人々（その多くはボランティ

アや学生といった市井の人々だった）が訪れ

た。そして次第に入所者たちは彼らの支援を

もとに、近隣地域へ、さらには遠隔の都市部

へと歩み出していく。その際、彼らは楽団活

動や芸術活動といった文化活動を介して、病

者／健康者といった二分法に収斂しない関

係性を他者との間に構築することに成功し

た。それらの活動は世紀転換期の「ハンセン

病違憲国家賠償訴訟」に至る水脈となってお

り、政治的な対抗運動だけでなく、文化的な

活動が施設と近隣地域をはじめとした「社

会」との接点を形成する重要な営為であった

ことを示す。本研究ではさらに一歩踏み込ん

で、そうした個別具体的な活動の現場で生起

する共同性に着目し、各種の活動を通じて入

所者や関係者が感得してきた自足感の存在

を明らかにした。 
（２）経済活動に胚胎する実存的意味 

ハンセン病療養所入所者にとって、施設収

容に付随して生じたアイデンティティの解

体は非常に深刻な問題だった。それまでの生

活を半ば強制的に剥奪されてたどり着いた

場所で、しかし彼らは多様な生業を模索し、

新たなアイデンティティの獲得を試みた。５．

の「主な発表論文等」に記載の「学会発表」

で検討したように、特にそれは戦後、施設外

社会との関係において試みられた。 

本研究は上記に加えて、ハンセン病療養所

と近隣地域は経済活動から，療養所が周辺地

域にとっては貴重な就業機会の場となって

いたこと、そして、療養所入所者にとっては

特に戦後、近隣地域が経済的な交易対象とな

っていた状況を確認した。そこからは，ハン

セン病療養所の立地する地域においては公

式的な疾病理解に還元されない経験的な病

いへの理解が育まれていたこととともに、そ

うした個別具体的な場における他者との出

会いを通じて、入所者が自己のアイデンティ

ティを確認してきたという、経済活動に託さ

れていた実存的な位相が明らかになった。 
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